













ドイツの経営経済学において,いわゆる, 「経営政策」 (die Betriebspolitik)な
いし「経営経済政策」 (die betriebswirtschaftliche Politik od. die Betriebswirtschaf-
















色上述の「一般経営経済学」第 1巻，及び『企業政策論」第 1巻 r基礎編」
を中心として取り上げ，検討することとする (i)
注 1) Sandig， C.， Die Fiilznmg des Betriebes. Bc!JたbSl(かfsclzぺ斤stolitik， 1. AufI.， Stut-
tgart 1953. Betriebswir.おcJwjtsρolitik，2. Aufl. von "Die Fuhrung des Betriebes， 
Betriebswirtschaftspolitik，'‘ Stuttgart 1966. 
2 )拙稿管理意思決定の理論としての経営経済政策論一一ザンデイッヒの所論を中
心として一一J，Ii経営と経済山第61巻第 l号，昭和56年 6月，を参照されたい。
3) V gl.， Fischer， Poli百kder Betriebsj泣hnt'ng，Stuttgart 1962.なお， 1"lif仏「フイツ
シャーの経営政策論(上)(下)J，Ii*主営と経済.1，第61巻第 4号・第62巻第 1号，昭和
57年 3月・ 6月， も参照されたい。
4) V gl.， Mellerowicz， K.， Ausbau der Betriebswirtschaftslehre durch Entwickl-
ung einer wissenschaftlichen Betriebspolitik， Der Betrieb， 4 Jahrgang， 1951. 
5) Mellerowicz， K.， Allg，ω1eine BetriebswirtscJwjtslelzre， 1.-5. Bd.， Ber1in / N ew 
York 1973， 1970， 1971， 1968， 1971. 
6) Mellerowicz， K.， Unternehmens戸olitik，1. 2. 3. Bd.， Freibung i. Br. 1976， 1965， 
1971. 
7 )本稿で検討する，メレロヴイッツの著書は次のものである。
1. Allgemeine Betriebswirtsclw舟lehre，1. Bd.， 14.， veranderte Afl.， Ber1in/ New 
York 1973. 













(der Betrieb)であり経営の経済J (die Wirtschaft des Betriebes) である。す
なわち i経済活動を営む経営J (der wirtschaftende Betrieb)こそが，その対象
をなすに外ならないのである。ここに，経営とは，ゾンバルト (Sombart，W.，) 
の定義にしたがって i行為の計画的な継続的遂行のための準備であり 1組
織化された事業装置』である J (der Betrieb ist die Veranstaltung zum planm-
















いる。「技術的領域J (die technische Sphare)と「経済的領域J(die wirtschaftIiche 
Sphare) と称されるものがそれである。他方，彼は別の{問所で¥経営が i技
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術的・経済的領域J (die technisch-okonomische Sphare) と 「社会的領域J (die 





解されるのである。それ故，経営は r経済的で社会的な統一体J (eine wirt-
schaftliche und soziale Einheit)として，あるいはまた r技術的・経済的・社会













術J (die Technik) と「経済J (die Wirtschaft) とに，すなわち，前述した経営
の技術的領域と経済的領域と称されるものに区別されるのである。これらの
中で，第 1義的なものは，経済であり，経営の経済とは，存在する手段を利



















は["""最大経済性J (die groste Wirtschaftlichkeit)の達成に外ならない。すな
わち，それは，技術の最大利用度を達成し，手段を最も合目的々に投入する





























































化J (Zentralisation) もしくは「分権化J (Dezentralisation) という大きな問題が
現われることとなる。経営職分の水平的分肢化において，メレロヴィッツは，
その機能を二つの集団に分類する C その lつは I中心機能J (Kernfunktionen) 
と称されるもので，そこには I調達J. I生産J. 販売」という三機能が含
まれる。もう 1つは I付加機能J(Zusatzfunktionen) と称されるもので I管
理J (Verwaltung) と「十旨導J (Leitung) というこ機能が含まれるのである。こ
こで I経営政策J (Betriebspolitik) と称される経営の「処理J (die Disposition) 













































つの機能に区別される。その第 1のものは["""供給機能J (die Versorgun-















込まれている「経済体制J (ein Wirtschaftssystem; eine Wirtschaftsordnung) に
大きく依存している。ここに，メレロヴイッツは，三つの経済体制形態を示
している。「自由な市場経済J (die freie Marktwirtschaft)，それと対極をなす，
「日十回経済J (die Planwirtschaft)，そして， 両者の中間形態をなす["""中間の



























Prinzip des maximalen Gewinnes)であり，計画経済では r計画値達成の原則」
(das Prinzip der Sollerfullung)であり，中間の道の経済体制では，両原則がj見
合されたもの，たとえば r制限された利潤J (eine Gewinnbegrenzung)や「適









































注 1) V gl.， Mellerowicz， K.， Allgemeine Betriebswirtschaftslehre， 1.Bd.， SS. 51-52. 
2) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 29. 
3 )例えば，経済経営と並んで，公営経営，学校経営，私的家政経営等が掲げられる。
V gl.， Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 10. 
4) V gl.， Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 42. 





8 )以上のメレロヴイッツの見解は，主として， ，〆411gemeineBetriebswirtschaftslehre" 
の15頁-21頁に拠っている。
9 )この点に関しては，次を参照されたい。藻利重隆前掲書.，!]， 251頁-259頁。





















それは，何よりもまず r実践的経営経済学J (die praktische Betriebswirtsch-
aftslehre) として，特質づけられうるのである。実践的に現実に実在する経
営を研究対象とし，その合理的形成という実践的課題を有するが故に，それ
はまた r現実科学J (eine wirklichkeitsnahe Wissenschaft)，経験科学J (eine 




証する?)ということである。したがって，それは r応用された科学J (eine 
angewandte Wissenschaft)である。それは，得られた「理論J (Theorie) という
科学的認識を，実践的課題の達成のために応用するということでもあるから，
「応用された経営的経済理論J (eine angewandte betriebliche Wirtschaftstheorie) 
ともいいうるであろう。ところで，ここに，応用とはいかなることなのであ
ろうか。それは経営経済学は，経営の合理的管理の学である J (die Betrie-
(I) 












は，まず第 1に，経営における経済的関連の「原因と結果J (Grund und Fo-
1ge) ， ["""理由と作用J(Ursache und Wirkung) を明らかにし，その「関連性と依
(12) 
存性J (Zusammenhange und Abhangigkeit) を研究することである。この課題
を果たすものが["""経営的経済理論J (die betriebliche Wirtschaftstheorie) iもし































として i理念型J (Idealtypen)と「実在型J (Realtypen) とが区別され用いら
れているが，応用された科学としての経営経済学においては，抽象度の小さ
な，それ故に，現実の姿と経過とのエッセンスを再現する「実在型」が合目








「ア・プリオリ J(a priori)的判断をなす「倫理的規範J (ethische Normen)ではな
く iア・ポステリオリ J (a posteriori)的な，経済的技術的経過の観察と分析よ































は r経営構成J (der Betriebsaufbau) と「経営過程J (der Betriebsablauf)の二つ
である。経営構成の研究では，経営の「構造J (die Struktur) が問題とされ，







































注 1) Mellerowicz， K.， Allgemeine Betriebswirtsclzajtslehre， S. 30. 
2) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 29. 
3) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 30. 
4) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 47. 
5 ) 6 ) 7) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 30， S. 55， S. 40. 
8) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 30. 
9) Mellerowicz.， K.， a. a. 0.， S. 36. 
10) 11) 12) Mellerowicz.， K.， a. a. 0.， S. 29. 
13) Vgl.， Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 47. 
14) V gl.， Mellerowicz， K.， a. a. 0.， SS. 55 -59. 
15) 以上のメレロヴイツツの見解は，主として，"Allgemeine Betriebswirtsclw.舟lehre“
の34頁-38頁にJ処っている。











則J (Verfahrensregeln) と「行動原則J (Verhaltensgrundsatze)，とを導出しなけれ
ばならないのである。これらは，経営を，その「内在的目標J (das ihm im・




































































































































注 1) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 40. 
2) Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 41. 
3) Sandig， c.， a. a. 0.， S. 21 ff. 
なお，拙稿 r管理意思決定の理論としての経営経済政策論一一ザンディッヒの所
論を中心として一一一J. 87頁-89頁をも参照されたい。






5 .執行的活動の指導のための経済性数。 Vgl.， Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 4. 
6 )例えば，労働の苔ひや社会的平和にとって重要な上位者一下位者関連」の形成
の如き，非物質的な行動方法は. 1回限りの処理で解決されるのではなし常に新し
く生かされなければならないのである。 Vgl.， Mellerowicz， K.， a. a. 0.， S. 45. 
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7 )理論，政策，技術の関連に関しては，次も参照のこと。
Mellerowicz.， K.， a. a. 0.， SS. 48-52. 
8 )以上のメレロヴイッツの見解は，主として，"Allgemeine Betriebswirlschaβslehre“ 
の40頁-47頁に拠っている。
